	                                                                                      南病棟　チームカンファレンス記録
	院　長
	課　長
	主　任

	

	
	
	
	
	

	平成　１６年　１１月　　２４日　（木）


	
	
	
	


               司会者　木村　文子　　　　記録者　　小笠原　香織
	松沢
	小向
	西山
	木村
	杉澤
	中野
	小泉
	清川
	小笠原
	玉木
	高森
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	CD留守
	公休
	公休
	○
	公休
	深
	準
	公休
	○
	公休
	○

	石橋
	山本
	浦田
	三本木
	森崎
	日向端
	荒木田
	及川
	山地
	沼端
	　鈴木
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	公休
	公休
	CD留守
	A留守
	準
	○
	深
	○
	深
	○

	　仲村
	神代
	漆舘
	上口
	佐々木
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	CD留守
	公休
	○
	準
	学校
	
	
	
	
	
	
	


 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

<連絡事項>

· 石渡　サキ様本日退院となっています。担当医よりこれからの対応の注意事項として説明されています。各自目を通し間違えのないよう、対応して下さい。

　　　（ご長男は当院を退院した事を知りませんので以下の点に注意して下さい。）

①保護者であるご主人と次女の希望により当院を退院されました。

②退院後どうするのかについて、病院では何も聞いていない。

　　（紹介状に関して聞かれたときには、紹介状は宛名なしで作成している）

　　もしも、カルテの開示要求があった場合

③カルテ開示については個人情報保護法上、ご本人の同意が必要であり、今回は　

　ご本人が判断能力を有していない状況であることから、ご本人及び保護者であ　　

るご主人の同意が必要である事。

上記徹底してください。なお、窓口は事務長在院時は事務長が対応、事務長不在時は

南病棟スタッフが窓口となります。

医事室、南病棟、外来、北病棟スタッフは、特にまちがいがないようスタッフへの周

知徹底をお願いします。
· Aユニット暖房調節についてですが、タッチパネルはシステム、メニュー以外のボタンは押さないで下さい。（押すと床段や他、暖房器具の故障の原因となります。）

＜受け持ち患者様NCP評価・検討＞

· 永洞　恭子様～

両下肢筋力低下見られ、現在は排泄時も起立状態になるまでに介助を要することが多くなりました。また、体重増加も重なり、肥満について考え、プランに追加しています。

＃１．下肢筋力の低下

P1-下肢筋力の向上（立位保持はスムーズに行える）

1 トイレ誘導時立位動作は自力で行っていただく。

2 移動の際は自走していただく。
3 余暇時、下肢の上下運動をしていただく。（行えないときは他力でも）
＃２．肥満の為の運動障害がある。

P2-体重が減少し本来の体重に近づける。

1 食事・運動療法を自ら取り入れることが出来る。

2 プログラムに積極的に参加していただく。
3 便秘になることの無いよう調節する。
4 車椅子での自走。（ホール内３周程度～）
5 手すりにつかまり、立ち上がり運動
＃３．褥瘡

P3-褥瘡が治癒する

1 軟膏処置

2 皮膚の観察
· 荒谷　正毅様

食事、おやつの時間以外は臥床し過ごされる事多く、日課・洗面し対し自分で行うこと出来ません。よって、解決にはまだ時間を要する事と思われますのでプラン継続していきます。

＃１．臥床傾向

P１-離床時間を増やす

1 臥床続く時は声掛けをし離床を促す。

2 プログラムの際は部屋から出られるよう促す。
3 活動性を上げるもの（買物）等の提供
＃２．不潔

P2-清潔保持

1 洗面・歯磨き・髭剃りを促す。

2 入浴・更衣を促す。
3 出来ないところは介助
4 拒否児様子をみて再度声掛けをする。
＜ケア検討会＞

（排泄介助について）

· 宮　チヤ様～排泄時車椅子から便器には少しの介助でも移る事出来ていますが、排泄終　　　　　　

了後から車椅子へ移る事が出来ずにいます。介助者１名では難しいので、数名にて対応して行きましょう。事故を起こさないように注意していきましょう。

・長坂　才次郎様～排泄時要介助です。スタッフ数名にて行い、事故の無いよう介入していきましょう。

・中村　松五郎様～現在のパッドでは排尿時尿漏れしやすいため、吸収のいいトレパンを今後から使っていく予定です。今の在庫がなくなり次第、切り替え様子を見ていきましょう。

・松浦　佐恵子様～現在パンツ使用していますが、失禁あり汚染してしまう事多くありま　　す。トイレ誘導できる時は行いましょう。また、パッド使用も考えましたが、トイレ内に流してしまう可能性が高い為、しばらくはパンツのみで様子観察していき、どうしても酷くなるようでしたら、トレパンの使用を考えていく予定です。

・高橋　良一様～現在、トレパン・尿取りと、用途にあわせ組み合わせて使用していますがやはり尿漏れしやすい状態が続いています。尿取りを陰部に固定させ使用していますが、動いているうちにずれてしまっている事もあります。

　　　　　　　　こまめにオムツのズレがないか確かめましょう。

